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名古屋市茶屋新田 

土地区画整理組合 

茶
屋
新
田
組
合
だ
よ
り 

 茶 屋 新 田 組 合 だ よ り   第 ６ 号 平成２１年４月１５日 

 

組
合
長
あ
い
さ
つ 

 
  
 
 

名
古
屋
市
茶
屋
新
田
土
地
区
画
整
理
組
合 

 
 

 
 
 
 
 

組 

合 

長 
 

山 
田 

 

都 

照 
 

 

     

 

・
負
担
金 

上
水
道
、
下
水
道
及
び
ガ
ス
の
新
設
費
用
と
し
て

各
企
業
と
協
定
を
締
結
し
、
初
年
度
負
担
分
の
支
払

い
を
実
施
。 

 

・
調
査
・
設
計
関
係 

 

引
き
続
き
、
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
の

た
め
の
検
討
を
実
施
。 

 

工
事
関
係
の
設
計
と
し
て
、
都
市
計
画
道
路
、
水

路
等
の
詳
細
設
計
及
び
川
原
地
区
の
区
画
道
路
詳
細

設
計
を
実
施
。 

 

補
償
関
係
の
調
査
と
し
て
、
次
年
度
以
降
移
転

予
定
物
件
の
調
査
を
実
施
。 

 

測
量
と
し
て
、
現
況
測
量
及
び
街
区
確
定
測
量
で

の
未
実
施
箇
所
の
調
査
並
び
に
先
行
移
転
先
の
仮
使

用
地
の
画
地
確
定
測
量
を
実
施
。 

 

換
地
設
計
と
し
て
、
仮
換
地
指
定
に
向
け
た
土
地

評
価
及
び
換
地
割
込
を
実
施
。 

 

環
境
影
響
評
価
関
係
と
し
て
、
希
少
植
物
コ
ギ
シ

ギ
シ
の
２
年
目
の
生
育
調
査
を
実
施
。 

 

第
２
回
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

 

３
月
15
日
（
日
）
の
午
前
10
時
か
ら
、
組
合
事
務

所
に
て
、
第
２
回
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 

 

総
代
会
に
て
審
議
さ
れ
た
事
項
は
次
の
と
お
り
で
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。 

★
第
２
号
議
案 

 

評
価
員
の
選
任
に
つ
い
て 

 
 整

理
前
後
の
土
地
評
価
に
つ
い
て
、
組
合
理
事
に
対

し
て
意
見
を
述
べ
る
「
評
価
員
」
に
次
の
５
名
を
選

任
す
る
も
の
（
敬
称
略
）
。  

 
 

 
 

総 

代 
 
 
 

磯 

和 
 

三 

郎 

 
 

総 

代 
 
 
 

河 

津 
 

大 

器 

 
 

総 

代 
 
 
 

久 

野 
 

三 

雄 

 
 

総 

代 
 
 
 

坂 

野 
 

道 

雄 

 
 

外
部
評
価
員 

 
 

渡 

邉 
 

義 

巳 

 

★
第
３
号
議
案 

 

平
成
21
年
度
の
主
な
事
業
及
び
収
支
予
算
に
つ
い

て 

 

（
主
な
事
業
） 

・
会
議
関
係 

通
常
、
予
算
編
成
及
び
決
算
認
定
の
際
に
行
う
総

代
会
の
ほ
か
、
臨
時
総
代
会
を
２
回
予
定
し
、
他
に

土
地
評
価
に
つ
い
て
の
勉
強
会
、
地
区
計
画
案
に
つ

い
て
の
説
明
会
等
を
予
定
。 

 
 

・
工
事
関
係 

 

前
年
度
に
引
き
続
き
、
川
原
地
区
移
転
先
街
区
、

大
規
模
商
業
施
設
誘
致
街
区
の
造
成
工
事
を
実
施
。 

 

新
年
度
事
業
と
し
て
、
大
西
地
区
の
造
成
工
事
、

戸
田
荒
子
線
南
街
区
地
区
境
の
擁
壁
工
事
、
川
原
地

区
の
水
路
築
造
、
仮
設
調
整
池
の
設
置
（
素
掘
り
１

ｍ
）
、
川
原
・
大
西
地
区
の
農
業
用
排
水
路
・
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
の
撤
去
等
を
実
施
。 

 

・
補
償
関
係 

 

大
規
模
商
業
施
設
誘
致
街
区
、
西
茶
屋
線
・
南
秋

葉
線
・
戸
田
荒
子
線
沿
い
等
で
支
障
と
な
る
物
件
を

中
心
に
建
物
等
移
転
を
実
施
。 

 

田
の
作
止
め
補
償
（
２
期
目
）
の
支
払
い
に
加

え
、
工
事
実
施
地
区
に
つ
い
て
畑
の
作
止
め
補
償
を

実
施
。 

 

既
設
道
路
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
水
道
管
、
ガ
ス
管

及
び
工
事
に
支
障
と
な
る
電
柱
の
撤
去
、
移
設
を
実

施
。 

  

造成工事箇所位置図 

 

★
第
１
号
議
案 

 

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て 

 

新
事
務
所
を
建
設
し
た
た
め
、
事
務
所
の
所
在
地

を
「
秋
葉
一
丁
目
35
番
地
」
か
ら
「
川
園
一
丁
目
17

番
地
」
に
変
更
す
る
も
の
。 

総代会 組合長あいさつの様子 

 

新
年
度
と
な
り
ま
し
た
。
茶
屋
新
田
地
区
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 

先
日
、
総
代
会
が
無
事
終
了
し
、
平
成
21
年
度
予

算
等
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
早
い
も
の
で
、
組
合
設
立

か
ら
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。 

  

本
地
区
内
は
、
造
成
工
事
に
よ
り
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク

が
頻
繁
に
往
来
し
て
お
り
、
工
事
現
場
近
く
に
お
住
ま

い
の
方
に
は
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま

す
。
本
組
合
で
は
お
子
様
が
安
心
し
て
通
学
で
き
る
よ

う
に
仮
設
通
学
路
を
整
備
す
る
な
ど
、
で
き
る
限
り
安

全
面
に
も
配
慮
し
て
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
、
皆
様
方
に
は
工
事
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
建
物
移
転
や
今
後
の
事
業
の
予
定
に
つ
い

て
、
不
安
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

適
宜
説
明
会
等
も
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

 

事
業
は
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
一
部
の

方
か
ら
は
工
事
承
諾
や
測
量
の
立
会
の
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
非
常
に
残
念
な
こ
と
で
す
。
本

地
区
は
市
街
化
区
域
に
編
入
さ
れ
、
税
金
も
上
が
り
ま

し
た
。
一
刻
も
早
く
事
業
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ご
協
力
い
た
だ
け
な
け
れ
ば
、
工
事
に
着
手
で
き

ず
、
有
効
な
土
地
利
用
を
図
る
こ
と
も
で
き
な
く
な

り
、
ご
自
身
に
不
利
益
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 仮設通学路 

 

私
は
、
本
事
業
を
速
や
か
に

完
了
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
が
地
区

の
皆
様
の
利
益
に
な
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
も
あ
る
と
は
思
い
ま

す
が
、
是
非
と
も
事
業
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 



 

昨
年
７
月
に
皆
様
方
に
意
向
調
査
票
を
お
配
り
し

て
、
大
規
模
商
業
施
設
予
定
地
へ
の
換
地
を
希
望
す

る
か
ど
う
か
の
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

調
査
を
集
計
し
た
と
こ
ろ
、
申
出
面
積
合
計
は
約
29

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
必
要
面
積
約
23
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
超
過
す
る
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。 

  

本
組
合
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
「
公
平
と
な
る
よ

う
、
希
望
者
は
す
べ
て
大
規
模
商
業
施
設
予
定
地
へ

換
地
す
る
」
と
い
う
方
針
で
あ
り
、
こ
の
結
果
に
よ

り
、
面
積
調
整
を
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
、
次
の

方
針
で
調
整
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

① 

申
出
面
積
1000
㎡
ま
で
は
そ
の
ま
ま
認
め
る
。 

② 

1000
㎡
を
超
過
す
る
面
積
に
つ
い
て
は
、
一
定
の

割
合
で
申
出
面
積
を
減
ず
る
。 

③ 

上
限
面
積
を
設
け
る
。 

  

こ
れ
に
つ
い
て
、
４
月
４
日
（
土
）
に
大
規
模
商

業
施
設
予
定
地
へ
の
換
地
申
出
者
の
皆
様
に
説
明
会

を
行
い
ま
し
た
（
参
加
者
約
130
名
）
。 

  

調
整
後
の
認
定
面
積
に
つ
い
て
は
、
申
出
者
の
皆

様
に
別
途
通
知
い
た
し
ま
す
。
そ
の
際
に
申
出
書
を

同
封
し
ま
す
の
で
、
大
規
模
商
業
施
設
予
定
地
へ
の

換
地
希
望
の
最
終
的
な
意
向
と
し
て
、
必
ず
申
出
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

な
お
、
説
明
会
当
日
に
は
、
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
及

び
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
担
当
者
の
方
も
出
席
さ
れ
ま
し

た
。
昨
今
の
景
気
低
迷
の
中
、
出
店
に
対
し
不
安
を

持
た
れ
て
い
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
出
店
の
意
思
が
あ
る
こ
と
、
30
年
間
の
借
地
を

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
お
約
束
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
で
皆
様
に
も
ご
安
心
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。 

（
問
い
合
わ
せ
先
） 

 

名
古
屋
市
茶
屋
新
田
土
地
区
画
整
理
組
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電
話 

（
０
５
２
）
６
１
８
‐
７
７
３
２ 

 

事
務
局 

 

 

（
財
）
名
古
屋
都
市
整
備
公
社 

事
業
第
二
課 

 
 
 
 

電
話 

（
０
５
２
）
２
１
１
‐
６
０
７
２ 

大
規
模
商
業
施
設
予
定
地
へ
の
換
地

に
つ
い
て
、
面
積
調
整
を
し
ま
す
。 

 茶 屋 新 田 組 合 だ よ り   第 ６ 号 平成２１年４月１５日 

 （
収
支
予
算
） 

 

右
記
の
と
お
り
。 

 

★
第
４
号
議
案 

 

 

借
入
金
の
借
入
れ
及
び
そ
の
方
法
並
び
に
借
入
金
の

利
率
及
び
償
還
方
法
に
つ
い
て 

  

平
成
21
年
度
借
入
限
度
は
予
算
計
上
額
、
借
入
条

件
は
利
率
年
２
％
以
内
と
し
て
保
留
地
処
分
金
等
で
償

還
す
る
こ
と
と
し
、
借
入
先
と
し
て
、
愛
知
銀
行
、
中

京
銀
行
、
名
古
屋
銀
行
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
な

ご
や
農
業
協
同
組
合
を
指
定
す
る
も
の
。 

 

★
第
５
号
議
案 

債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て 

 
 

 

右
記
の
と
お
り
定
め
る
も
の
。 

 
 

※ 

債
務
負
担
行
為
と
は
、
複
数
年
に
わ
た
る
契
約
な
ど

の
場
合
に
、
次
年
度
以
降
の
支
出
予
定
の
限
度
額
を
予
定

し
て
お
く
こ
と
を
い
う
。 

  

 

○
仮
設
調
整
池
は
１
ｍ
素
掘
り
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

れ
だ
け
で
も
つ
の
か
。 

→ 

今
も
既
設
水
路
に
一
気
に
流
れ
込
ま
な
い
よ
う

に
造
成
地
盤
に
貯
留
す
る
こ
と
で
安
全
対
策
を
し

て
い
る
が
、
下
流
部
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
こ

れ
に
加
え
て
工
事
に
当
た
っ
て
仮
設
調
整
池
を
設

け
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
深
さ
は
１
ｍ
と
し
た
。 

 
 ○

上
下
水
ガ
ス
の
負
担
金
の
根
拠
は
。 

→ 

負
担
金
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
各
企
業
に
見
積

り
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
交
渉

し
て
い
く
。
今
回
の
予
算
は
事
業
計
画
上
の
額
を

５
ヵ
年
で
支
払
う
と
い
う
想
定
に
な
っ
て
い
る
。 

 
 ○

移
転
補
償
の
算
定
基
準
、
工
法
の
考
え
方
は
。 

→ 
補
償
の
基
準
は
用
地
対
策
連
絡
協
議
会
作
成
の

も
の
を
使
う
。
工
法
に
つ
い
て
は
、
移
転
先
の
位

置
、
高
さ
等
を
考
慮
し
て
最
適
な
方
法
で
行
う
。 

 

早
期
移
転
に
ご
協
力
い
た
だ
く
方
に
つ
い
て
は
、

仮
使
用
地
を
指
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
飛

び
換
地
に
な
る
も
の
も
多
い
。
移
転
先
ま
で
の
距

離
、
造
成
地
盤
の
高
さ
等
も
あ
り
、
今
の
と
こ

ろ
、
再
築
工
法
と
な
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
る
。 

 

 収入の部  単位：千円 

科目 本年度予算額 備考 

補助金 551,505 国費及び市費 

助成金 38,677  

雑収入 50   

借入金 2,658,831 無利子借入 300,000、金融機関借入 2,358,831 

前年度繰越金 295,000 前年度名古屋市補助金収入 

合計 3,544,063   

   

 支出の部  単位：千円 

科目 本年度予算額 備考 

会議費 755  総代会費 400、説明会費 75 等 

事務所費 82,712 
報酬 15,700、使用料 2,800、需用費 3,510、 

組合事務委託費 55,230 等 

工事費 875,000 水路築造費 209,500、整地費 592,000 等 

補償費 1,140,320 
建物等移転費 1,100,000、作止め補償費 17,820、 

電柱、水道、ガス移設費 20,500 等 

負担金 824,700 
上水道新設 206,000、下水道新設 453,600、 

ガス新設 165,100 

調査設計費 267,400 
工事設計監理費 154,000、補償調査設計費 16,200、 

測量費 13,100、換地設計費 65,000 等 

借入金償還金 295,000  

借入金利子 44,776   

雑支出 3,400   

予備費 10,000    

合計 3,544,063   

債務負担行為   単位：千円 

事項 期間 限度額 備考 

水路築造費 平成22年度 100,000 
２ヵ年工事も想定されるた

め。  
整地費 平成22年度 100,000 

上水道新設負担金 平成22年度～25年度 824,000 
協定を結び、５ヵ年分割

払いを想定しているため。 
下水道新設負担金 平成22年度～25年度 1,814,400 

カス新設負担金 平成22年度～25年度 660,000 

 

平成２１年度収支予算 

総代会 質疑応答の様子 

★
主
な
質
疑
応
答 

  

総
代
会
に
は
、
次
の
よ
う
な
質
問
が
な
さ
れ
、
組

合
は
次
の
よ
う
に
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

○
評
価
員
５
名
は
ど
う
い
う
基
準
で
選
ん
だ
の
か
。

適
切
な
評
価
が
で
き
る
の
か
。 

→ 

組
合
員
の
皆
さ
ん
が
選
ば
れ
た
総
代
の
中
か
ら

的
確
な
判
断
が
で
き
る
方
を
役
員
会
で
検
討
し
て

４
名
選
出
し
、
さ
ら
に
外
部
評
価
員
と
し
て
、
名

古
屋
市
の
Ｏ
Ｂ
の
方
１
名
を
加
え
た
。
土
地
評
価

基
準
は
国
の
標
準
案
を
も
と
に
評
価
員
を
交
え
て

作
成
す
る
の
で
、
特
別
な
資
格
や
職
歴
が
な
け
れ

ば
い
け
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

 
 ○

平
成
21
年
度
の
建
物
移
転
11
億
円
の
う
ち
、
補
助

金
対
応
は
ど
れ
だ
け
か
。 

→ 

こ
の
う
ち
１
億
ほ
ど
は
平
成
20
年
度
か
ら
の
繰

越
分
、
平
成
21
年
度
と
し
て
は
４
億
円
ほ
ど
補
助

金
で
執
行
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。 


